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3. - つの歯歴を切断し, そのまま創面を接着して移植した場合, エナメル質は発育を停止するととも
に日時が経過すれば著明な吸収をこうむり, 象牙質の一部にもこの現象がみられた｡
4. この場合歯乳頭組織は大部分固有構造を失って赦密な線維性結合組織に化生するとともに組織内に




6. このような現象は単なる異物排除機転とは考えられず, 歯腔を正常な位置に移再植 し, これが幸い
に生着すれば発育を継続するものであり, この組織像は歯腔の生物学的態度と理解すべきである.











12. 以上の事実より, もし発育中の歯腔が何らかの原因で機械的に分裂すれば, 歯歴はそのまま完全に
発育 し, 過剰歯の発生を来すことは充分可能であると考えられる｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本研究は過剰歯や分裂歯の成因の解明にも資 し, あわせて歯歴のもつ生物学的性格, とくに発生ポテン
シャルの解明にも役立てんと企図したものである.
生後 2.5 か月～4 か月の幼犬をえらび, その第 2 , 第 3 小臼歯について, つぎのような3 種の実験をこ
ころみた｡
その- は摘出歯歴を切半し, その一半を摘出寓に再移植, その二は切半歯腔をふたたび接着し再移植,
その三は二つの歯腔をPJ半 し, その各一半を接着し移再植 し, その後の発育状況を組織学的に観察した｡
いずれの場合においても, 歯腔は発育を継続するが, このような機械的損傷に対 してもっとも鋭敏に反





歯歴は機械的損傷に対していちじるしく抵抗が強く, 旺盛な生活力を有するものであることを実証 し, ち
し発育中に歯腔がなんらかの原因で分裂すればそのまま発育を継続 し, 過剰歯を生ずることの可能性をも
示唆するものである｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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